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ロ

日総合健診．1日ドック
4月7日から11日までの5日間､海洋センター

において1日ドックが行われました。

11日は寿健診が行われ､長寿へのキップを手に
するため､大勢の方が受診しました。

受診後は食生活改善推進員による朝食サービス
に舌づつみをうちました。
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予算》
》

平
成
十
五
年
第
一
回
村
議
会
定
例
会
（
三
月
議

会
）
で
、
村
の
平
成
十
五
年
度
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
の
お

金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
ど
れ
く
ら
い
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。今

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
十
四
億
二
千
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ

○
・
六
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

介
謹
保
険
や
下
水
道
事
業
、
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
各
財
産
区
の
七
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
総
予
算
は
、
四
十
三
億
九
千
九
百
六
万
六
千
円

と
な
り
前
年
度
と
比
べ
一
九
・
六
％
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

〕入憶
傭

１
１

万6千 円

県
醐 一般会計予算額の推移
(3.8％）

－国 庫支出金
1億242万1千円(4.2％） 百万円

3100

|平成15年度市浦村一般会成 計 2，952

2,8802900

〔歳 出〕
の他6,532万7千円(27%)可

そ
2700

2500

■

2，4322，4342，420

， 「ゴロ
23()(）

1112131415年度

平成15年度会計別予算額

予算額

24億2,000万円

8,317万3千円

6億5,069万2千円

6億1,423万'千円

3億957万6千円

2億5,661万1千円

5,390万3千円

495万1千円

286万8千円

306万1千円

43億9,906万6千円

前年度との比較

△1,400万円

△2,657万円

3億2.640万7千円

区分

一 般 会 計

下 水 道 事 業

特国保事業勘定

国保直診勘定

別老人保健

介護保険事業勘定

会憶ｻｰｽ韓齪

相 内 財 産 区

計脇元財産区

十三財産区

総 額

4Ig177万5千円

△40万8千円
消’

6,86
（7．

'億

3,196万1千円

489万5千円

△227万1千円

12万6千円

△202万2千円

7億1,989万3千円

(98％）1

1

一般会講の村民1人あた
ているお金感、1,545,0

村民 翅に使われ
鯛周です。

人
跡

あ 』に‘

聰円

云

るお金 すてル 、1
(△はマイナス）
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市
浦
村
長

高
松
隆
三

約
四
十
四
億
円
。

こ
の
う
ち
村
民
税
、
保
険
税
あ
わ

せ
て
約
二
億
円
、
こ
れ
が
我
が
村
の

予
算
総
額
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
す
る
と
百
五
十
四
万
五
千
円
で

あ
り
、
去
年
よ
り
も
七
億
二
千
万
円

も
増
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
不
況
の
中
で
ど
う
し
て
こ
れ

ほ
ど
予
算
が
増
え
た
の
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
、
今
年
か
ら
新
し
く
診
療
所

を
つ
く
る
た
め
に
、
六
億
四
千
万
円
、

岩
井
に
ゴ
ミ
の
処
理
施
設
を
つ
く
る

た
め
に
、
二
億
一
千
三
百
万
円
の
事

業
費
が
増
え
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の

他
は
ほ
と
ん
ど
減
額
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
五
年
間
で
、
地
方
分
権
や
介

11腐凶

平
一口

一

k
ー

戯 今9画’ 成

お
互
い
に
身

十
五
年

…
篭

諺護
保
険
な
ど
新
た
に
仕
事
の
量
も
種

類
も
権
限
も
増
え
た
の
に
、
逆
に
地

方
交
付
税
と
い
う
国
か
ら
く
る
お
金

が
四
億
三
千
万
円
も
減
額
き
れ
た
た

め
予
算
が
組
め
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
財
政
が
ど
ん
な
に
苦
し

く
て
も
、
公
共
事
業
が
ど
ん
な
に
た

た
か
れ
よ
う
と
も
、
村
民
の
命
と
健

康
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
最
低
限
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
や
る

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に

一
、
職
員
の
欠
員
不
補
充

一
、
保
育
所
や
小
学
校
の
統
廃
合

一
、
敬
老
会
の
対
象
年
齢
の
繰
り
延

べ
（
五
年
間
で
五
歳
繰
り
延
べ
）

等
で
、
そ
の
経
費
の
捻
出
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
間
に

合
わ
な
い
の
で
今
年
度
か
ら
さ
ら
に

一
、
村
長
、
議
員
等
特
別
職
の
報
酬

や
職
員
の
給
料
の
減
額

一
、
旅
費
の
引
き
下
げ
、
懇
親
会
負

担
金
の
公
費
負
担
の
廃
止

一
、
各
種
補
助
金
の
カ
ッ
ト
、
姫
神

コ
ン
サ
ー
ト
の
中
止

一
、
役
場
の
機
構
改
革
（
五
課
を
三

課
に
）

算

な
ど
徹
底
し
た
合
理
化
を
進
め
、
財

源
の
捻
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
の
で
こ
れ

ま
で
貯
え
て
き
た
貯
金
（
基
金
）
を

約
一
億
八
千
万
円
も
払
い
出
す
と
い

う
綱
渡
り
方
式
で
や
っ
と
今
年
の
予

算
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
補
助
事
業
を
多
く
独
得

す
れ
ば
借
金
も
増
え
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
り
、
こ
の
借
金
の
何
割
か
は

交
付
税
で
還
元
さ
れ
ま
す
が
全
額
は

見
て
く
れ
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
財

政
の
硬
直
化
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
基
金
も
底
を
つ
き
、
来
年
度
の

予
算
は
ど
う
な
る
の
か
、
頭
の
痛
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
い

景
気
回
復
を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
財
政
も
大
変
な
危
機

的
状
況
に
あ
り
、
景
気
回
復
の
メ
ド

も
な
く
、
時
代
は
着
実
に
マ
イ
ナ
ス

の
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
住
民
の

方
は
と
い
う
と
、
い
ま
い
ち
そ
う
し

た
感
覚
に
乏
し
く
、
相
変
わ
ら
ず
、

あ
れ
も
や
れ
、
こ
れ
も
や
れ
と
こ
れ

ま
で
の
延
長
線
上
で
の
要
求
だ
け
が

先
行
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
い

を
掴
る
時
代

岬
鋤
》
瞬
郷
』
鍜
蠅

さ
さ
か
残
念
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
冬
の
時
代
に
耐
え
て

い
る
今
は
、
何
を
や
る
か
で
は
な
く

何
を
耐
え
、
何
を
し
の
げ
ば
い
い
の

か
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
転
換
を
図

る
時
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ

で
「
変
え
る
熱
気
、
変
わ
る
勇
気
」

を
持
つ
よ
う
皆
さ
ん
に
訴
え
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
変
化
の
時
代
に
は
ま

ず
、
自
分
の
心
の
改
革
を
す
る
こ
と

と
、
自
分
の
暮
ら
し
の
改
革
を
図
る

こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
変
わ
る
勇
気

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
上
に
た
っ
て

一
、
行
政
が
自
分
た
ち
の
た
め
に
何

を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く

一
、
自
分
た
ち
が
こ
の
村
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か

と
い
う
発
想
の
転
換
を
図
る
よ
う
再

ぴ
訴
え
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

四
町
村
合
併
し
て
も
必
ず
し
も
輝

く
未
来
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

逆
に
人
口
の
減
少
は
ゆ
と
り
を
生
み

健
康
で
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、

ゆ
と
り
の
あ
る
時
間
の
中
で
成
熟
し

た
文
化
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

百
円
バ
ス
が
通
っ
た
ら
老
人
が
町

に
出
る
機
会
が
増
え
、
商
店
の
売
上

げ
が
増
え
た
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
が

「
寝
た
き
り
」
を
い
か
に
し
て
な
く

す
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
の
一
つ

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
均
寿
命
が
世
界
一
で
な
く
て
も
、

活
動
す
る
人
間
の
寿
命
が
世
界
一
で

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
全
体
が
半
健
康
体
と
な
り
、

特
に
高
齢
化
に
伴
い
寝
た
き
り
や
痴

呆
症
な
ど
、
新
鮮
で
命
あ
ふ
れ
る

日
々
の
暮
ら
し
に
精
気
を
失
い
か
け

て
お
り
ま
す
が
、
健
康
問
題
は
個
人

に
と
っ
て
も
、
家
族
に
と
っ
て
も
、

地
域
に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ

る
だ
け
に
病
人
や
寝
た
き
り
を
つ
く

ら
な
い
と
い
う
わ
が
村
の
攻
め
の
保

健
活
動
は
今
年
も
継
続
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。

死
ぬ
ま
で
は
「
ピ
ン
ピ
ン
」
と
し

て
、
死
ぬ
と
き
は
ヨ
ロ
リ
」
と
い

う
「
ピ
ン
コ
ロ
行
政
」
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
、
健
康
日
本
一
を
め
ざ
す

と
い
う
わ
が
村
の
挑
戦
に
皆
ざ
ん
の

総
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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固
囲
回
眉
圏
皀

高
松
隆
三
氏
が
蕊
投
票
当
選

市浦村職員人事異動’
ｲ

■

四
期
目
の
当
選
を
決
め
た

高
松
隆
三
村
長

鋸

鶏
Wq》

（平成15年4月1日付）

4月1日付で、役場の人事異動が行われましたの
でお知らせします。

;』 1

職，潟 醗積|｛旧｣､所属 電謁･鞠
【課長級】

協綴郷･雛鯏剛灘腿胎繩雛脈

産業建股糾良

出納室長

教育委貝会出向(教育次長）

織調郷崎珊舗｡L､う6A罐鯛階

産蕊逮股課副参副(魁股土木担当）

【課長補佐級】

認鱸雌膝擁鯛蕊潅賠鍛雛

総務藤牒長補佐簾企画財政総括係長

篭務諜課長補佐兼税政総括係長

脈繩罵識補織錦織篭括賑

齪繩辮尉縦維臓愛諦羅

蟻鍛鶏礁雌錨･土ﾎ鍵賑

繊耀職識鋤雌織擬卿篭澗維

住民淵祉牒主紳縦生活福祉係長

麗細搬撫賑#|縦(農紫婆貝釧I向）

【係長級】

胤撫撚鵬(脇郷鵬蹴鋲鱸雛i

翻雛#網雑鯛剛齢繍鮭瀧｝

総務課企簡財政係畏(財政担当）

総務課税政係長

産蕊惣鯉確繋損卿係長(農政担当）

産驚遡霞課産龍擬輿係長(商工観惣鰡）

教育委員会出向(学務係長）

教育委員会文化財係長(学芸員）

住民福祉課生活福祉係長

【主任主査級】

総務課税政係

総務課総務係

総務課企画財政係

住民福祉課生活禍祉係

住民棉祉撫生澗棉祉係

産業雌股眺産業振興係

繊雛雛轍鮒(蹴鶴鍛瀧鍛雛

【主査級】

総務課企画財政係

総務課税政係

住民福祉課生活福祉係

住民福祉課生活福祉係

産業建設課建設係

産業建設課建般係

成 田 義 正

古川徹

中 居 松 男

浜 田 和 幸

鎌 田 和 廣
斎 藤 修 一

建設課長

教育發貝会出向を解く(牧育次長）

舗峨賑(鱗魏釧細鋤IH)

企剛財政課長

総務課課長衲佐

建設課課長袖佐

任
期
満
了
に
伴
う
市
浦
村
長
選
挙

は
、
四
月
二
十
二
日
告
示
さ
れ
、
現

、
‐
封

〆需

■
高
松
氏
の
公
約
》

●
健
康
日
本
一
を
め
ざ
し
て
ピ

ン
コ
ロ
行
政
の
充
実
を
。

●
農
と
み
ど
り
の
工
場
特
区
で
、

雇
用
の
場
を
。

．
ゴ
ミ
処
理
場
と
下
水
道
の
整

備
で
快
適
な
環
境
を
。

．
こ
の
ほ
か
脳
外
科
、
心
臓
外

科
、
救
急
救
命
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
の
中
核
病
院
の

建
設
や
青
函
カ
ー
ト
レ
イ
ン

の
実
現
に
も
努
力
し
ま
す
。

奈 良 孝 博

山 田 達 二

竹 谷 裕 治

黒 川 泰 子
高 田 正 嗣

一 戸 俊 一

長 利 勝 雄
越谷悟

石 岡 芳 幸

笛鍵蕊辮R騨濯賠爵勢溌齢謄

建設課主幹雛建設係長

総務課主幹兼税政係長

齪繩騨識縦純時一ｽ職

出納室主幹

農業委圃会l1胸を解く(ﾘ嚇局主幹）

経済削光辮擬補佐鞭農林水産係長

縮緬瓠|轆鼎〈(辮鮮撫長’

企画財'政撫脹↑鮴椛企画広#|螂腱

｜、ー ･ゞ''三､－．
、._,_▲_,_櫛引 松三

柏谷 哲治
有馬敦

岡 本 雪 子
三浦美智男

葛西 達也

大 沢 丈 徳
榊原 滋高
棟方ゆう子

住民棉祉課他旗櫛理係便

総務課総務係

企画財政課財政係催

出納室出納係

経済観光課農林水産係提

経済観光課商工観光係擬

住民福祉課民生係

教育委員会学芸員

住民福祉課民生係優

職
で
四
期
目
を
目
指
す
高
松
隆
三
氏

（
七
十
歳
）
以
外
に
届
出
が
な
く
、

無
投
票
で
四
期
目
の
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

無
投
票
当
選
は
今
回
で
二
回
目
と

な
り
、
高
松
村
政
の
四
期
目
が
五
月

十
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

白 川 幸 徳
三和不二義
佐藤みど子

山 内 洋 子

小 寺 裕 子

鳴海務

小 寺 昭 直

総務課溌産税係

企画財政課企圃広報係

住民福祉課民生係

住民福祉課介縦保険係

住民補祉洲職民サービス係

経済剛光課臘林水産係

経済観光諜腱林水産係

▲4月28日選挙管理員会から高松氏

に｢当選証書｣が付与されました。

市
浦
村
土
地
改
良
区
が
農
林
水
産
大
臣
實
を
受
賞

農
地
の
利
用
集
積
が
高
く
評
価

市
浦
村
土
地
改
良
区
に
「
農
用
地

蝿
墨
ゞ
，
蕪
．
、
塾
牙
餓

集
団
化
優
良
土
地
改
良
区
」
と
し
て

嘩

舞
感
状
唾

農
林
水
産
大
臣
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

靴

僻

水
田
の
区
画
整
理
を
行
う
に
あ
た
鎚
奇
森
弗
悲
整
誕
加
苅
村
犀

り
、
農
家
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
意
鞭

市
浦
村
エ
塾
政
良
直
裁
壁

や
、
認
定
農
家
に
対
し
五
四
・
六
パ
罰
賢
．
毒
宛
遼
真
直
は
拶
篭
索
の
発
蕊
の
燐

‐
セ
ン
ト
の
農
紮
利
墨
雪
れ
雛
篝
輸
寅
嬢
豐
詞
農
卿
鴬
蕊
兇
添晶

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
適
事
数
糸
箸
尽
く
し
た
成
器
特
候
奄

三
月
三
十
一
日
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

零
癖
嬉
分
と
認
め
弓
維
丞
の
て
こ
札
を
静
℃
ま
す
傘

イ
セ
ン
タ
ー
で
、
同
賞
受
賞
に
あ
た

鋤
牟
求
イ
暑
望
凡
十
モ
ａ

繊

妙
蕊
爽
蕊
蕊

り
、
高
松
隆
三
理
事
長
は
じ
め
、
組

合
員
及
び
関
係
者
八
十
人
が
出
席
し
、

受
賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三 和 大 純

村 元 宏 禎

吉 田 純 也

三上洋

佐 藤 勝 秀

鳴海忠

総務課税政係

総務課衡産税係

企画財政課財政係

住民福祉課介謹保険係

建設諜建股係

建設課建設係

【単労職】

鶴錘縫'慨職職耀'卿.|蕊ふ騨出納室出納係

【退職者1（平成15年3月31日退職）

蕊鱸縦灘順澱|謡邦鳶

総務課運転技能ll

総務課用勝員

四
月
一
日
付
で
、
役
場
の
機

‐
樅
改
革
に
よ
り
課
名
が
変
わ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
五
課
一
室
か
ら

三
課
一
室
に
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

塵_通_劃～
｢束烹雨冠詞1… I 機

構
改
呈’

、
／

|出納室H出納室 ’
』

|’
’
一
▽

総務係
総務課税政係

企画財政係企画財政課

住民福祉課

生活福祉係

健康管理係
住民福祉課

経済破光課
産業建詔課

産業振興係

設係建設課
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四
月
十
日
㈱
国
、
県
、
村
、
工
事

関
係
者
ら
百
二
十
人
が
出
席
し
て

「
十
三
湊
漁
港
」
（
仮
称
）
建
設
の
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

新
漁
港
は
水
戸
ロ
か
ら
南
へ
約
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
地
点
に
建

設
さ
れ
る
。
総
工
事
費
五
十
二
億
円

を
費
や
し
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に

完
成
予
定
。

高
松
村
長
は
、
「
誰
よ
り
も
、
漁

民
が
感
無
量
で
し
ょ
う
。
往
時
の
繁

栄
が
し
の
ば
れ
る
よ
う
な
港
が
一
日

も
早
く
完
成
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
木
村
県
知
事
は
、
「
内
海

だ
け
で
は
な
く
、
外
海
を
目
指
し
た

通
年
漁
業
で
地
域
の
発
信
地
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
二
十
一
世
紀
の
村
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

さ
ら
に
、
鹿
田
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
課
長
は
、
「
永
年
の
夢

が
実
現
し
ま
す
。
お
い
し
く
、
衛
生

的
な
魚
を
供
給
す
る
水
産
業
の
モ
デ

ル
的
事
業
に
取
り
組
み
、
漁
村
の
整

備
を
展
開
し
て
、
新
し
い
漁
港
作
り

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

現
在
の
水
戸
ロ
は
三
角
波
が
立
ち
、

船
の
出
入
り
が
難
し
く
日
本
海
で
操

悲
願
八
年
紡
港
建
設
八

業
し
て
い
る
の
は
数
隻
の
み
。
十
三

漁
協
や
村
民
の
八
年
来
の
悲
願
が
か

な
い
新
港
の
建
設
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

’'1''毎？．‘｝
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憾
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▲新港建設予定地

十
三
漁
業
協
同
組
合
・
組
合
長

工
藤
伍
郎
さ
ん

「
長
く
か
か
っ
た
よ
。
六
年
位
、

い
や
八
年
位
も
か
か
っ
た
。
し
じ
み

漁
だ
と
夏
場
し
か
漁
が
な
い
。
漁
港

が
で
き
れ
ば
冬
場
も
漁
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
漁
民
は
み
ん
な
喜
ん
で

い
る
よ
。
」
と
今
ま
で
の
苦
労
が
実
っ

た
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

十
三
婦
人
会
・
会
長

小
山
あ
ぐ
り
さ
ん

「
感
無
量
だ
よ
。
で
も
で
き
る
ま

で
九
年
も
か
か
る
ん
で
し
よ
、
そ
れ

ま
で
頑
張
っ
て
生
き
て
、
ぜ
ひ
新
港

を
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
。
新
港

の
前
で
ぜ
ひ
十
三
の
砂
山
踊
り
を
踊

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
感
慨
も

ひ
と
し
お
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

獅
屋
鰯
憲

I
Ｉ
ｌ
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ｌ
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ｌ
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▲新港完成予想図

四
月
九
日
伽
青
森
あ
す
な
る
ホ

ー
ル
市
浦
に
お
い
て
市
浦
村
と
市
浦

村
製
材
協
会
の
共
催
で
「
二
十
一
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
ｃ

講
師
の
慶
応
義
塾
大
学
助
教
授
金
谷

年
展
氏
が
「
未
来
産
業
の
星
バ
イ
オ

マ
ス
」
に
つ
い
て
識
演
。
一
般
住
民
、

村
会
議
貝
、
役
場
職
員
等
約
四
十
人

が
聴
誰
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
生
物
資
源
（
Ｖ

Ｉ
Ｏ
）
の
量
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
を
表
わ

し
、
生
物
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
て
、
無
機
物
で
あ
る
水
と
二
酸
化

炭
素
か
ら
光
合
成
に
よ
っ
て
生
成
し

た
有
機
物
で
あ
り
、
生
命
と
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
限
り
、
持
続
的
に

再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
。
バ
イ
オ

マ
ス
は
飼
料
、
肥
料
、
工
業
用
原
料

一
一
一謹

鍔
塞
鑑

▲金谷氏の講演に耳を傾ける参加者

と
し
て
の
利
活
用
だ
け
で
な
く
、
メ

タ
ン
ガ
ス
、
水
素
ガ
ス
を
取
り
出
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
も
利
活
用

で
き
、
最
終
的
に
燃
焼
さ
せ
て
も
放

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
生
物
が

大
気
中
か
ら
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
を
増
や
す
こ
と
は
な
い
。

人
工
資
源
を
使
用
し
た
結
果
、
二

酸
化
炭
素
に
よ
る
地
球
温
暖
化
や
、

放
射
性
廃
棄
物
処
理
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。

都
市
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
も
人

口
が
少
な
く
、
し
じ
み
の
殻
や
製
材

チ
ッ
プ
等
の
生
物
資
源
が
非
常
に
多

い
市
浦
村
で
は
効
率
よ
く
で
き
、
バ

イ
オ
マ
ス
に
よ
る
地
域
の
発
展
を
望

め
る
の
で
は
な
い
か
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
縦
割
り
の
壁
を
越

え
地
域
一
体
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
は
生
き

て
く
る
と
も
述
べ
た
。

金
谷
助
教
授
は
今
日
、
明
円
を
考

え
る
の
で
は
な
く
市
浦
の
百
年
後
の

す
ば
ら
し
い
街
づ
く
り
ま
で
考
え
て

い
く
視
点
を
も
つ
こ
と
が
大
切
と
述

べ
た
。

市
浦
に
行
け
ば
健
康
と
環
境
が
わ

か
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
市
浦
村

を
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
の
研
究
拠
点
に

し
て
ほ
し
い
と
結
ん
だ
。 署

毒

＝

心
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四
月
四
日
㈱
ア
ト
ム
保
育
園
で
入

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
所
児

童
二
十
五
人
が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
ア
ト
ム
保
育
園
の
門
を

く
ぐ
り
ま
し
た
。

見
慣
れ
ぬ
お
と
も
だ
ち
、
先
生
方

函ー寺一寸

つ
か
は
巽
ら
と
曜
方
淵
恥
か
…

３階

ア
ト
凸
保
育
園
入
園
式

▲担任紹介、先生のお名前わかったかな？▲お兄ちゃん、お姉ちゃん達と一緒に手遊び

を
前
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
気
の
様
子
。

「
で
も
大
丈
夫
、
き
っ
と
い
つ
の

日
か
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ
る
は
ず
。
」

と
長
利
園
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

一
域
澱

蕊

．
＄
．
傘
翰
“
＆

ゆ
ａ
Ｔ
申

噂
ゞ
・
分
． ,弧 I

里!"咽~

釈蕊
一ー〒‐劃

璽覗
一
撫
癖
熱
‐

旦
夛
菌
巌
時
、
寺
や
喧簾

▲新しいおともだちが紹介されました▲お祝いの言葉を述べる長利園長

一一一一一古一■一ユーーーユーー－■一■一■－■一▲一由一■一二一■一■－▲－舎一凸一■一■－■－今一C一マーセー●－

四
月
二
十
四
日
に
岩
井
牧
場
で
、

二
十
五
日
は
実
取
牧
場
で
和
牛
の
放

牧
が
始
ま
っ
た
。

村
内
で
は
十
八
戸
の
農
家
が
二
百

六
十
一
頭
の
黒
毛
和
牛
を
飼
育
し
て

い
る
。
牛
は
昨
年
十
二
月
か
ら
牛
舎

の
中
で
じ
っ
と
こ
の
日
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
た
。

岩
井
牧
場
で
放
牧
が
始
ま
る
と
、

水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
牧
場
を
走
り

回
り
、
落
ち
着
く
と
、
の
ど
か
に
牧

草
を
は
ん
で
い
た
。

市
浦
村
で
は
「
し
う
ら
和
牛
改
良

組
合
」
を
発
足
さ
せ
「
し
う
ら
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
復
活
に
取
り
組
む
。

似
今
年
も
市
浦
村
の
観
光
名
所
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う

職
睡
鰯
篭
遍

１
１

１

,1

可 P

－炉一一一一一一一①一●一
－－－岳一◆ー■－●一一一●－曲一■－ユー申一■一｡一■ー呈一●－◆一・－口－－－－－－－－－◆一◆一・一昏一マー●－●－画一由一

東
京
相
内
会

相
内
古
川
徹

東
京
相
内
会
（
青
山
力
会
長
）
恒

例
の
上
野
公
園
花
見
会
が
去
る
三
月

三
十
日
開
か
れ
、
会
員
五
十
人
が
参

加
し
盛
会
に
終
わ
っ
た
。

花
見
会
に
は
鳴
海
窓
也
前
会
長
や

関
東
市
浦
会
の
成
田
文
忠
顧
問
も
出

席
し
宴
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

伊
南
善
仁
関
東
市
浦
会
事
務
局
長

も
か
け
つ
け
、
得
意
の
の
ど
と
津
軽

三
味
線
を
披
露
す
る
と
、
宴
席
の
周

り
に
多
く
の
見
物
客
が
足
を
止
め
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
輪
に
な
っ
た
。
久

し
ぶ
り
に
津
軽
弁
を
交
わ
し
、
親
交

を
温
め
て
い
た
。

教
育
委
員
会
の
ロ
ド
リ
ッ
ク
先
生

も
飛
び
入
り
参
加
し
初
め
て
の
花
見

を
体
験
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
こ
の

一

…
筋
間
鳩
議
に
参
加
し
て

クリーン作戦
②

1

四
月
十
四
日
、
岩
井
ゴ
ミ
捨

て
場
周
辺
に
散
乱
し
て
い
る
ゴ

ミ
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
地

域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、

役
場
住
民
福
祉
課
職
員
等
十
五

人
が
参
加
。
風
で
飛
び
散
っ
た

ゴ
ミ
は
、
金
網
に
引
っ
か
か
り

大
変
な
作
業
だ
が
、
き
れ
い
に

な
っ
た
現
場
を
見
て
「
す
っ
き

り
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

▲ご自慢の、のどに見物客もう▲｢オメー､元気でらな一｣と、〈み
つとり交わすビールが何ともおいしい!！

日
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
桜
も
開
花
し
、

こ
の
上
な
い
花
見
日
和
と
な
っ
た
。

◆
写
真
提
供

藤
田
文
彦
（
磯
松
出
身
）

▲ゴミ拾いをするボランティアの会
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教宮雲員書
弓鐺一覧壷

保存しておききしょう
－－－
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…
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51241土」しうら子ども未来塾開塾
61281士」子育て講座
61利洲女性教養講座

詞~T51羽“い交流総譜(上ﾉ副'震との交流）
71291火」ブｭﾆｱリーダー研修会
7し列ノゴミニｶﾙﾁｬー 教室
8141月」坊様踊り講習会
8161水」十三の砂山踊り講習会
81141木」成人式
81221金｣西北五写真展
81251月」寿大毒開講式
81301土」ﾛｼｱ生徒との交流会
91181木｣ふれあい交流体験專習
11111土｣ふるさとまつり
111111火｣IT講習会
12191火」ロド先生の英会話教室
121201土」ｯジポー ﾙ大会
121211日」親子門松づくり講習会
]｣_gQ｣_火｣少年少女和太鼓教室
11281水｣ﾅｲﾀー ｽｷー 教室
21221日」生涯専習推進大会

傭’；者1

年10回の活動｜

年5回の開催｜

～17日（木）｜

子ども会主催｜

～5日(火）｜

～7日(木）｜

画涯鷆灘艤謹(-24611

年5回の開催｜

村内小･中学生｜

上ノ国町へ｜

～2日(日）｜

～14日

～11日

子ども会主催｜

～22日

4日間

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ﾛ言ﾛﾛ胃■唖同M街：蕊一一.‘褐；I
4161日」市浦小学校入学式
4171月」市浦中学校入毒式
4191水」市浦分校入学式
51251日」市浦小毒校運動会
6111日」市浦中学校運動会
lg｣J_l｣土」市浦分校創立50周年記念式典’
10I191日」市浦中学校文化祭
3131水」市浦分校卒業式
31131±」市浦中学校卒業式
31241水」市浦小專校卒業式

備

一F

▲坊様踊り講習会の様子

惨
Ｂ
＆
Ｇ
県
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
様
子

…
I目｜巴I聡I事業壱一丁

61刎／ゴ相内ニツ沼遺跡の試掘調査’
71刎〆ゴ十三湊遺跡(十三神明宮境内)の発掘調置｜

｜｜」十三湊檀林寺跡の発掘調査｜

【15年度文化財行政の重点施策】
・十三湊遺跡国史跡指定の実現に向けての準備。

・

備

蕊登唱毒島雷…蕊
一
升
一
一

=

…
|胃IB1雛1事業”名1‐騰

6141水」ふれあいｹー ﾄボー ﾙ大会開幕戦|_年4回
2161則県ｽー ﾂﾌｪｽﾃｨバﾙ参加I
8191土」B&G県ｽー ﾂ大会参加’
81161判県民体育大会参加｜～17B
9171日」県民駅伝大会参加
91271rlﾄﾘﾑ野球大会｜～28B
10141土」村民健康ｳｵー ｷﾝｸ゙
111231日」小学生パﾚー ポー ﾙ交歓大会’
11181日」小学生ﾌﾂﾄｻﾙ交歓大会’
2｣_22｣日」市浦村ｽー ﾂ賞授与式’
3171日｣町内会親善ｽボｰﾂ大会’

･十三湊這跡の南端に位置する橿林寺跡の発掘調査を行い､中世
寺院の実態を解明。

▲ふれあい交流体験毒習十三湊遣跡見学の様子
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ア
ト
ム
保
育
園
に
併
設
さ
れ
て
い

る
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

保
育
園
に
入
園
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
等
を
対
象
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
中
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も

な
り
、
子
育
て
が
楽
し
い
と
思
う
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

サ
ー
ク
ル
名
は
「
マ
ー
マ
レ
ー
ド

の
会
」
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

壷
六
二
’
三
一
六
三

●● ●●●●●●●●寺●●争の｡●巻●●●●
●

●

雪●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
の
◆
●
ｅ
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
令

庭からワ毒
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
争
●

篝
ど
人
噌
篭
詠
を
Ｌ
可
い
る
い
う
．

おうせい

田中旺聖ちゃん
咲恵さん(お母さん）

動地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

一一一》

しし
読
み
聞
か
せ
を
す
る
北
澤
さ
ん

工藤まりんちゃん
恵さん(お母さん）

r 可
1

pEQH83p

唖
子
育
て
サ
ー
ク
ル

岬

岬

「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
会
」
岬

岬

岬

群
囹
散
歩
叩

抑
Ｏ
Ｂ
時
五
月
二
十
三
日
（
金
）
‘ｍ

ｗ
Ｏ
場
所
ト
ー
サ
ム
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ク
岬

「
モ
ー
林
公
園
」
叩岬

叩
囹
舂
の
遠
足
岫

岬
Ｏ
Ｂ
時
六
月
二
十
七
日
（
金
）
叩

皿
Ｏ
場
所
中
の
島
公
園

皿
囹
子
育
て
講
座

Ⅷ
○
日
時
六
月
二
十
四
日
（
火
）
”

皿
。
場
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
伽

叫
ｏ
内
容
「
子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
巨
岬

、
。
講
師
岩
村
有
泰
吊
浦
診
原
所
屋
岬肥叩

即
ｏ
日
時
七
月
八
日
（
火
）
加

州
Ｏ
場
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
岬

叩
。
内
容
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
岬

岬
Ｏ
講
師
北
澤
由
美
弓
油

Ⅷ

（
車
力
村
読
書
サ
ー
ク
ル
所
属
）
恥

皿
Ｏ
そ
の
他
毎
月
第
二
金
曜
日
叩

お
は
な
し
ク
ラ
ブ
“

皿

毎
月
第
三
火
曜
日
岬

叫
作
っ
て
見
よ
う
岬

＄
・
・
旨
…
“
旨
呂
呂
呂
・
・
呂
呂
・
・
・
・
弓
量
目
・
画
呈
晨
呂
も〃

EロロロロQ

急
今
夢
目
旨
葛
黒
畠
冒
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
言
目
冨
昌
■
ぐ
も

：
RQpBQQ●●⑨●●●●●●●●●命●●③Gee●●●● fQ

節 雷 雨 園 琶制罰謂卵 ’
あじさい

FOEKコンサー雁
◆児童手当所得限度顎

（平成14四年分の所得）
◆児童手当とは

児童手当とは小学校入学前のお子さ
んを養育している方に支給する手当

です。

◆支給額(月額）
第1号5,000円

第2子5,000円
第3子10，000円

◆支払時期

原則として毎月2月､6月､10月にそ
れぞれの前月分までが支払われます。

◆手続きについて

◎現在児童手当を受給していない方
平成14年分の所得が下記の所得限
度額未満であれば､受給できる場合
があります。
受給できると思われる方は5月31日
までに役場に申請して下さい｡(申請
した日の翌月分から支給されます｡）

◎現在児童手当を受給している方
毎年6月中に｢現況届｣を提出しなけ
ればなりません｡後程､対象者全員に
通知します。

1本のギターから、
遠い思いが溶けていく

瞬間のなつかしさ
心澄まして聞いてみませんか

因I勝晃とビリーバンバン
あの頃の君の脚きを語りたい

◆出演因幡晃、ビリーバンバン
◆日時7月13日（日）

18時30分（18時開場）
◆会場オルテンシア

コンサートホール
◆入場料SS4,500円

S4,000円
A3,500円

【チケット販売所】
●オルテンシア冠 3 3 - 2 1 1 1
・工ルム案内カウンター公33-6274
・イオン案内カウンター恋25-3450
●中三五所川原店壷34-3131
・五所川原市内郵便局公34-3205
レお問い合わせ
オルテンシア恋33-2111

’4人’453万円’612万円’

※以下の扶養一人につき38万円加算。

◆申請のときに必要なもの

●年金加入証明書(サラリーマンの方
が必要です｡勤務先で証明してもら
って下さい｡用紙は窓□にあります
ので､必要な方は連絡してくだされ
ば郵送いたします｡）

●保護者の預金通帳(郵便局や児童名
義の口座は使えません｡）

●保険証・印鑑
※その他必要に応じて提出する書類が

あります。

しお問い合わせ

住民福祉課窓62－2111(内線30)ノ、

扶養親族
等の数

0人

1人

2人

3人

国民年金加入者
(農業･自営業など）

301万円

339万円

377万円

415万円

厚生年金割0入者
(ｻﾗﾘー ﾏﾝなど）

460万円

498万円

536万円

574万円
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０
や雑

渡
辺
亜
梨
沙
さ
ん

の
〆
旬金

艶
艶
熟
懲
熟
殿
騨
綴
鮭
蓉

お伽鼬､釦守偽織面｡･溌｡嚇午傘髭剣.DQ"崇伊．
q●陣もむ●、争嘩むつもq4寺ヶも毎呼、崎1〆

総
謬
裁
黙
認
銘
靜
闘
就
段
段
妙
呑
め
．
蓉
謡
雰
労
函
。
呼
容
蝉
”

こ
の
た
び
、
金
木
替
察
署
相
内
駐

在
所
長
に
長
井
博
美
さ
ん
が
着
任
し

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
こ
こ
に
来
る
前
は
？

県
藩
の
留
置
場
に
七
年
間
い
ま
し

た
。
交
番
勤
務
は
経
験
が
あ
り
ま
す

が
、
駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

仕
事
の
内
容
が
全
然
違
う
の
で
少
々

と
ま
ど
っ
て
い
ま
す
。
用
紙
が
Ａ
４

に
な
っ
て
い
る
の
も
こ
こ
に
き
て
か

ら
わ
か
っ
た
よ
。
そ
れ
く
ら
い
違
う
。

一一一一一一・-一m▲

諭
‐
Ⅱ
１
０
５
〃
‐
Ⅱ
Ｌ
■
■
■
７
，
■

沙

１
１
ｉ

翰
竜
と
う

〕

相内駐在所長

長井博美さん_二
琴
守
聾
翌
發
、
響
砦
。
、
溶
舞
舞
蓉
《

理
PF

武
田

こ
の
間
は
、
留
置
所
に
い
た
人
が

私
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
て
び
っ
く
り

し
た
よ
。
市
浦
ま
で
だ
よ
。

Ｑ
こ
こ
に
き
て
か
ら
の
感
想
は
？

地
域
の
方
と
密
着
し
て
い
る
の
で
、

五
時
十
五
分
の
勤
務
が
終
わ
っ
て
か

ら
で
も
、
何
か
あ
る
と
い
け
な
い
な
、

と
思
い
気
が
抜
け
な
い
。
お
酒
も
十

時
頃
に
や
お
ら
飲
み
始
め
る
ん
で
す

よ
ｃ
し
か
も
深
酒
は
し
な
い
よ
。
翌

日
を
考
え
る
と
ね
。

Ｑ
ご
家
族
は
？

青
森
市
内
の
自
宅
に
妻
、
大
学
生

の
娘
が
い
ま
す
。
息
子
二
人
は
独
立

し
て
い
る
。

Ｑ
趣
味
は
？

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
、
か
な
り
こ

甘
菜
さ
ん

’
第77回日本珠算連盟段位認定
試験合格者

◆初段

◆準初段

渡辺亜梨沙

武田甘菜

っ
た
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
で
（
）

き
な
い
。
そ
れ
が
少
々
ス
ト
レ
ス
に
一

な
っ
て
い
る
か
な

（
）

Ｑ
休
日
は
ど
う
過
ご
さ
れ
て
い
ま
（
）（

）

す
か
？

（
）

二
週
間
に
一
回
し
か
と
れ
な
い
土
（
）

日
な
の
で
、
住
民
の
方
と
触
れ
合
い
》

た
い
と
思
い
付
近
を
散
策
し
た
り
、
（
）

山
菜
取
り
を
し
て
み
た
り
し
て
い
る
一

‐
ｒ
季
。

（
）

（
）

Ｑ
単
身
赴
任
で
の
苦
労
は
？

（
）

食
事
作
り
が
一
番
大
変
だ
よ

（
）

（
）

Ｑ
住
民
に
対
す
る
要
望
は
？

事
故
や
、
事
件
の
時
の
通
報
は
一
一
一

一
○
番
す
る
癖
を
つ
け
て
欲
し
い
。
（
）

駐
在
所
は
留
守
に
し
て
い
る
と
き
が
》

多
い
か
ら
。
（
）

着
任
か
ら
二
ヶ
月
、
今
の
生
活
に
一

も
慣
れ
て
終
始
笑
顔
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
（
）

－
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
と
一

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
）（

）

侭
‐
■
》
（
）

▼
。

（
）

“
（
）

總
亮
洗
晃
さ
加
剛
紗
．
（
）

ｑ
（
）

王

り

所

崇
敬
あ
藍
実

一

主
我

（
）

室
二
画聡

鵬
田
田
橋
藤
澤
田
藤
‐
。
（
）

■
（
）

網
鮨
吉
藤
松
工
大
藤
工
遊
（
）（

）

日
試

（
）

胴
朧
級
級
級
級
・
釦
診
（
）

ｆ
●
（
）

馴
鋤
伽
糾
帆
仙
》
（
）
一
（
）

０
（
）

。
＆
一
二
琴
認
輌
色
何
歩
一
垂
．
函
●
ロ
零
“
電
恥
■
公
琴
四
。
（
）

の
全
国
統
一
標
語
の
も
と
に
四
月
十

四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
内
七
ヵ
所
に
大
型
看
板
を
設
侭

し
、
消
防
署
、
消
防
団
で
車
両
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
を
行
い
火
災
予
防
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

国
⑳：

弓

消

置す
い心
て

諾是
そさ
ぱい
に
L一一

蝿
錨る

」

四
月
二
十
五
日
、
市
浦
分
校
（
教

頭
工
藤
一
臣
）
に
お
い
て
火
災
、

地
潅
等
の
人
命
に
関
わ
る
災
害
時
の

避
難
行
動
の
能
率
化
と
、
統
制
あ
る

行
動
の
育
成
を
図
る
と
共
に
防
火
、

防
災
の
心
描
え
を
体
得
さ
せ
る
事
を

目
的
に
避
雌
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
発
生
か
ら
避
雌
、
通
報
と
災

害
を
想
定
し
た
訓
練
が
テ
キ
パ
キ
と

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
市
浦
消
防
署
で
は
、
避
難
訓
練
や

応
急
手
当
講
習
会
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、
〃
″

防

e

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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垂
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I
先
月
号
で
は
パ
ッ
シ
ブ
ス
ト
レ
ッ

チ
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

今
月
号
か
ら
「
私
の
お
気
に
入
り
」

と
題
し
、
会
員
様
の
声
を
も
と
に
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

海
遊
館
の
魅
力
を
毎
月
お
届
け
し
て

い
き
ま
す
。

し
ば
ら
く
調
整
中
だ
っ
た
バ
ン
ジ

ェ
、
復
活
で
す
！
バ
ン
ジ
ェ
フ
ァ
ン

の
方
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
バ
ン
ジ

エ
と
は
？
バ
ン
ジ
ェ
は
海
水
で
満
た

さ
れ
た
バ
ス
タ
ブ
に
浸
か
り
全
身
の

ジ
ェ
ッ
ト
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
浴
を

行
う
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
す
。
ジ
ェ

囲
團
國
回

1牟一博－ 1

鳶 I

郷
錨
惑
醗
丞

元気がい掴ｲー
し21q ■‐

ツ
ト
は
足
元
か
ら
順
に
体
の
上
の
方

に
向
か
っ
て
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
が

全
身
の
静
脈
の
流
れ
を
良
く
し
、
脚

の
む
く
み
、
疲
労
回
復
、
腰
、
肩
こ

り
の
解
消
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
な

ん
だ
単
な
る
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
か
～
、

な
ん
て
思
っ
て
い
る
方
大
間
違
い
で

す
。
ま
ず
は
何
よ
り
海
水
と
い
う
こ

と
。
海
水
は
真
水
よ
り
粘
性
が
高
く

し
か
も
人
間
の
細
胞
液
と
（
体
液
）
と

ほ
ぼ
同
じ
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
ｌ
そ

の
海
水
を
不
感
温
度
と
い
う
体
温
と

同
じ
温
度
に
温
め
そ
こ
に
浸
か
る
…
。

あ
た
か
も
お
母
さ
ん
の
お
腹
に
い
る

感
覚
で
す
。
こ
れ
は
誰
も
が
知
っ
て

い
る
心
地
よ
さ
の
は
ず
。
全
て
の
命

は
海
か
ら
生
ま
れ
た
．
：
。
と
い
わ
れ

る
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

母
な
る
海
の
恵
み
を
受
け
る
マ
ッ
サ

ー
ジ
浴
、
そ
れ
が
バ
ン
ジ
ェ
で
す
。
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秦
義
雄
さ
ん
の
声
》

バ
ン
ジ
ェ
に
入
る
の
は
何
よ
り
も

気
持
ち
い
い
か
ら
。
入
っ
て
い
る
と

だ
ん
だ
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
う
と
う

と
眠
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ｃ
出
た
あ

と
は
体
が
す
っ
き
り
し
て
軽
く
な
っ

た
気
が
す
る
よ
。
今
ま
で
は
夜
あ
ん

ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
の
が
こ
れ
に
入

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
早
く
眠
く
な

っ
て
ぐ
っ
す
り
だ
な
－
ｃ
う
ん
、
い

い
よ
こ
れ
。

《
第
一
回
目
憾
麺
繍
朧
し

健
康
に
関
す
る
一
ロ
メ
モ
で
す
。

皆
さ
ん
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

海
遊
館
で
で
き
る
こ
と
を
予
防
医
彗

の
観
点
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
お
答
え
し

ま
す
。こ

の
季
節
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
花
粉
症

は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
一
種
で
す
ｃ
ス
ト

レ
ス
の
溜
ま
っ
て
い
る
時
、
体
調
の

悪
い
と
き
な
ど
は
抵
抗
力
も
落
ち
、

症
状
も
ひ
ど
く
な
り
が
ち
で
す
。
こ

の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
和
ら
げ
る
に

は
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
い
症
状

に
合
っ
た
薬
な
ど
で
対
処
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
各
自
で
注
意
で
き
る
こ

団
閏
國
回

健
康
邇
信

と
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な

る
物
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
、
花
粉
症
で
は

も
ち
ろ
ん
花
粉
を
体
内
に
は
い
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
マ
ス
ク
を
す

る
な
ど
で
す
。
花
粉
の
ほ
と
ん
ど
は

鼻
の
粘
膜
か
ら
体
内
に
入
り
ま
す
。

鼻
、
喉
の
粘
膜
を
健
康
に
保
つ
こ
と

が
大
切
！
海
遊
館
で
で
き
る
こ
と
と

し
て
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
あ
り
ま
す
。
海

水
の
ミ
ス
ト
の
中
で
横
に
な
り
呼
吸

を
整
え
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
ミ
ス
ト
を
呼

吸
か
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
粘
膜

へ
の
適
当
な
湿
り
気
を
与
え
、
粘
膜

の
繊
毛
細
胞
の
働
き
を
活
性
Ⅱ
鼻
の

通
り
を
良
く
し
ま
す
。
こ
れ
は
科
学

的
に
も
実
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

リ
ン
パ
球
は
病
原
菌
や
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
と
な
る
物
を
や
っ
つ
け
て
く

れ
る
優
れ
も
の
で
す
。
体
の
抵
抗
力

を
高
め
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
体

を
鍛
え
る
以
外
に
も
こ
の
よ
う
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

も
大
切
で
す
ね
。
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男性の方のみオプショントリートメント30パーセントオフです。女

性だけが受けるのはもったいない！

ぜひこの機会にまだ受けたことのないトリートメントを受けてみては？

日頃の疲労回復やストレス解消にどうぞI L‐
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一
福
島
城
と
は
？

へ
ん
き
ん
ぶ
づ

文
献
史
料
で
は
、
近
世
の
編
纂
物

と
醤
邸
う
ち
い

「
十
三
往
来
」
（
享
保
十
六
年
〈
一
七

つ
が
る
い
つ
し
》
う
し

三
一
〉
成
立
「
津
軽
一
統
志
』
所
収
）

と
善
み
心
と
し
ん
世
ふ
う
３

や
「
十
三
湊
新
城
記
」
（
秋
田
家
文

Ｌ
ん
囎
土
う

書
）
に
登
場
す
る
「
新
城
」
に
比
定

す
る
見
解
が
あ
り
ま
す
。
「
十
三
湊

新
城
記
」
に
登
場
す
る
「
新
城
」
に

し
皇
う
わ

は
鎌
倉
末
期
、
正
和
年
中
（
二
一
二

二
～
一
七
）
に
安
倍
（
安
藤
）
貞
季

が
築
い
た
城
郭
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
に
勢
力
を
も
っ
た

津
軽
安
藤
氏
の
居
城
と
し
て
理
解
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
城
の
名
称
は
「
十
三

ふ
く
し
３
の
じ
・
ｆ
７

往
来
」
に
記
載
さ
れ
た
「
福
島
之
城

か
く郭

」
が
初
見
で
す
が
、
「
福
島
」
と
い

う
名
称
の
出
自
は
全
く
分
か
っ
て
い

か
ん
世
い

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
寛
政
八
年
二

七
九
六
）
、
こ
の
付
近
を
訪
れ
た
旅

す
が
え
三
十
入

そ
卜
｜

行
家
・
菅
江
真
澄
は
著
書
に
「
外

が
吟
蚤
き
し
ぶ
う

浜
奇
勝
」
の
な
か
で
、
「
南
の
か
た

〆 託､一室－
4

｛
今
回
は
、
相
内
地
区
に
あ

り
ま
す
福
島
城
跡
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ロ

化二
“
』I｜

調
査
概
要

一
福
島
城
の
位
置
と
構
造

福
島
城
で
は
、
一
九
五
五
年
の
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九

二
～
一
九
九
三
年
の
国
立
歴
史
民
族

福
島
城
跡
は
十
三
湖
北
岸
の
標
高

二
十
ｍ
前
後
の
低
い
段
丘
の
端
部
に

幸
↓
か
く
が
い
か
く

位
置
し
て
お
り
、
内
郭
と
外
郭
の
二

じ
ょ
う
か
く

重
構
造
か
ら
な
る
城
郭
遺
構
で
す
。

内
郭
は
二
百
ｍ
四
方
の
矩
形
を
呈

し
、
土
塁
と
堀
を
伴
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
外
郭
は
一
辺
が
約
一
町
の
三

角
形
を
呈
し
て
お
り
、
広
大
な
面
積

を
外
郭
域
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
外

郭
東
辺
は
、
台
地
を
南
北
に
切
断
す

る
よ
う
に
、
一
部
、
自
然
の
沢
に
手

を
加
え
な
が
ら
、
大
規
模
な
土
塁
や

堀
を
榊
築
し
て
い
ま
す
。
城
跡
全
体

の
而
穣
は
約
六
十
二
万
五
壬
耐
に
も

及
ぶ
巨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
大
野
と
て
ひ
ろ
野
あ
り
、
そ
こ
に
、

誰
な
ら
ん
す
み
つ
と
い
ふ
ふ
る
柵
の

あ
と
あ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
す
で

に
城
主
や
名
称
に
つ
い
て
の
伝
承
は

絶
え
、
城
跡
と
い
う
認
識
し
か
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

１
１
１
１

､

～
、

［ー

福
島
城
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
実

の
と
こ
ろ
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
通

説
の
と
お
り
、
こ
の
地
に
勢
力
を
持

っ
た
津
軽
安
藤
氏
の
居
城
と
す
る
見

解
が
あ
る
一
方
、
巨
大
な
外
郭
と
矩

虚
叩
い形

を
呈
す
る
内
郭
と
い
っ
た
基
本
構

い
ｇ
》
？
《
Ｌ
ｍ
Ｊ
“
｛
酉
〃
ざ
、

成
か
ら
古
代
城
柵
（
律
令
政
府
の
出

先
機
関
）
に
類
似
し
た
存
在
と
す
る

見
解
が
あ
り
ま
す
。

後
者
で
は
文
献
上
言
う
ま
で
も
な

く
、
こ
の
地
域
に
城
柵
を
設
置
し
た

と
い
う
記
録
は
な
く
、
当
然
そ
の
性

格
が
今
後
の
問
題
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
福
島
城
は
東
北
地
域
の
中

世
城
館
や
北
海
道
の
チ
ャ
シ
に
見
ら

れ
る
形
態
と
明
ら
か
に
異
質
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら

は
中
世
城
館
と
し
て
特
定
す
る
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
発
掘
調
査
に

博
物
館
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

一
九
五
五
年
に
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
が
初
め
て
福
島
城
の
調
査

を
行
っ
た
時
点
で
は
、
大
部
分
が
原

野
で
遺
跡
全
体
の
眺
望
が
可
能
で
あ

り
、
十
三
湖
の
状
況
を
手
に
取
る
よ

う
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
埋
ま
り
切
ら
な
い
竪
穴
住
居

跡
や
井
戸
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
そ
の
後
の
植
林

と
耕
地
化
が
進
み
、
林
・
畑
・
荒
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

遺
跡
の
年
代
と
性
格

よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
構
や
遺
物
の

年
代
的
な
位
置
づ
け
か
ら
は
、
平
安

時
代
後
期
に
築
城
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
福
島
城
の
立

地
環
境
を
考
え
る
と
、
築
城
主
体
は

’

日
本
海
や
岩
木
側
水
系
に
よ
る
海

運
・
水
運
に
密
接
に
関
わ
っ
た
人
々

の
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

▲上空から見た福島城祉
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急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
高
齢
化
と
い
っ
て
も
本
当
は
少

子
化
に
よ
っ
て
子
供
の
数
が
減
り
、

相
対
的
に
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ

り
ま
す
。

若
い
世
代
と
高
齢
世
代
の
支
え
合

い
の
最
た
る
も
の
が
国
民
年
金
で
あ

り
、
社
会
全
体
の
安
心
装
置
で
す
。

一
方
、
支
え
ら
れ
る
側
と
思
わ
れ

が
ち
な
高
齢
者
に
も
、
様
々
な
方
々

が
い
ま
す
。
一
律
に
見
な
い
こ
と
で

巨月el圓剛ら 国
民
年
金
は
世
代
と

世
代
の
連
携
の
象
徴
で
壷

国

耐＝岸毘壹翻i劃画…
年
金
コ
ー
プ
ー

(小型船舶操縦士）

1．小型船舶操縦士の免許区分刀i変わりま弓o

かむ
1

▼

◆現在お持ちの小型船舶操縦士の免許は､次のとおり新免許
にみなされます。

あ
り
、
ま
た
、
昔
の
六
十
五
歳
と
今

の
六
十
五
歳
と
は
全
く
異
な
り
、
今

の
高
齢
者
は
若
返
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
や
社
会
に
積
極
的
に

参
加
し
、
生
涯
を
現
役
で
過
ご
し
て

い
る
、
あ
る
い
は
過
ご
し
た
い
と
い

う
意
識
も
大
き
く
な
り
、
健
康
で
活

動
的
な
高
齢
者
も
増
え
て
く
る
で
し

よ
、
っ
。

高
齢
者
全
員
を
退
職
世
代
と
捉
え

た
り
、
現
役
世
代
に
支
え
ら
れ
る
だ

け
の
世
代
と
捉
え
た
り
す
る
の
は
、

正
確
な
認
識
を
欠
く
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
自
立
と
尊
厳
を
損
な
っ
た

り
、
社
会
の
活
性
化
を
妨
げ
て
し
ま

い
ま
す
。

自
立
し
た
高
齢
者
が
み
ず
か
ら
多

◆現在お持ちの小型船舶操縦士の免状は､有効期間満了日ま

で引き続き有効で更新時(＝本籍地記載の住民票必要)に新
免許証へ変わります。

2.船長の遵守事項が定められきしたo

◆飲酒等により正常な判断ができない状態での操縦は禁止。

◆水上オートバイは全ての水域､ボート等は港内航路内で、
免許所有者以外の操縦が原則禁止。

◆遊泳者等の付近で航走する等の危険な操縦は禁止。

◆子供､水上オートバイの乗船者や小型漁船で一人で操縦す
る方はライフジャケット等の着用が必要。

◎遵守事項に違反し一定墓準に達すると､免許停止等の行政
処分を受けます。

しお問い合わせ先
東北運輸局青森運輸支局公017-776-3070

※県漁連会員漁協の漁業者の方は漁協にパンフレットがあり
ます。

様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
で

は
、
現
役
世
代
か
ら
高
齢
者
世
代
へ

と
仕
送
り
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
、

生
き
方
、
人
生
の
対
処
法
な
ど
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
世
代
間
だ
け
の
こ
と
で
は

な
く
、
世
代
内
で
も
も
ち
ろ
ん
高
齢

世
代
内
で
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
全
体
の
、
連

携
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
で
す
。
世

代
間
の
新
た
な
関
わ
り
方
を
求
め
て
、

全
て
の
世
代
が
と
も
に
支
え
合
う
制

度
が
国
民
年
金
な
の
で
す
。

霊
大
正
六
年
五
月
十
二
日
に
岡
山
県

済
世
顧
問
制
度
設
置
規
程
が
交
付
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
毎
年
五
月
十
二

日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
制
度
は
、
そ
の
源
と

言
わ
れ
る
済
世
顧
問
制
度
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
今
年
で
八
十
六
年
に
な
り

ま
す
。

あ
な
た
の
相
談
相
手
ｌ
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
い
つ
も
そ
ば
に

い
ま
す
。

「
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
我
が
子

に
つ
い
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
」
、
「
近

く
に
知
り
合
い
が
な
く
て
寂
し
い
」
、

「
高
齢
者
の
親
の
介
護
に
疲
れ
て
い

る
」
、
「
リ
ス
ト
ラ
で
失
業
し
て
困
っ

て
い
る
」
、
「
子
ど
も
が
家
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ
」
等
々
ｏ
長
引
く
不
況

に
よ
る
雇
用
不
安
や
経
済
的
不
安
等
、

善意に感謝
１
１

１
Ｉ ～いやしの木寄贈～

4月4日本荘裕子さん(十
三）より、花木の寄贈があ

りました。花木は役場庁内

におかれ、ちょっとしたい

やしの空間になっています。

皆さまも役場においでの際
はぜひ観賞していってくだ

さい。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
心
配
ご
と
の
種

は
つ
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
ん
な
心
配
ご
と
を
解
決

し
て
い
く
の
が
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
」
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
「
民
生
委
員
法
」
、
「
児
童
福
祉

法
」
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
地
域
住

民
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

人
に
は
様
々
な
悩
み
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
Ｃ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
す
べ

て
の
地
域
に
配
置
さ
れ
、
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
約
二
十
二
万

人
、
青
森
県
で
は
三
千
五
百
五
十
九

人
の
委
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
安
心
し

て
相
談
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
ｃ

秘
密
は
絶
対
守
り
ま
す
。

’

1

1

現 行

蝿
一
魂

改正

1級

2級

特殊

(海岸から5海里まで）

(水上オートバイ）

現行免許

1級

2級

3級

4級

5級

4．5級湖川小馬力限定

新免許

1級(限定無/5トン限定)＋特殊

1級(限定無/5トン限定)＋特殊

2級十特殊

2級(5トン限定)＋特殊

2級(5トン･1海里限定)＋特殊

2級(5トン湖川小出力限定）



(1

市浦村の人口と世帯数平成1541現在
大 字 名
相内

桂川

前月人口

1,168

59

241

514

293

783

3．058

世 帯数人口

1，164
58

240

514

292

781

3．049

406

22
太
一
脇
一
磯
一
十

81
－

207

田
元
一
松
一
三

107

264

1．087言’

、

に・ｲ誠椙談をご利用ください~~］
行政相談をご利用ください。
総務省は、本村の行政相談委員に三

和孝徳氏（相内）を4月1日付けで委

嘱しました。任期は2年間です。
村民の皆さんが毎日の暮らしの中

で、行政の行う仕事についての苦情や
意見・要望などがあったときもっとも
身近な相談相手になるのが同相談委員です。
○苦情を直接申し出にくい

○どこへ申し出たらよいかわからない

○苦情を申し出たがその措置に納得できないなどの場
合、気軽にご利用ください。

相談は無料で、口頭や電話、手紙でも結構です。秘密
は厳守しますのでお気軽にご相談下さい。
◎三和孝徳(相内字相内133）恋62-3070
◆定例相談日5月20日㈹～5月21日㈱

午後1時～4時あすなるホール和室

1雇用保険制度が変わります：行

平成75年5月7日から適用

求職者の方の早期再就職を図るとともに、雇用保険制

度の安定的な運営を確保するための雇用保険法の改正が
平成15年5月1日から施行されます。

①基本手当の給付率、上限額等が変わります

o基本手当の給付率が50％～80％（60歳以上65歳未満の
方は45％～80％）に変わります。

○基本手当日額の上限額が変わります。

例：45歳以上60歳未満の方の上限額は8,040円となり
ます。

o60歳時の賃金日額による算定の特例が廃止されます。

②多様な早期就業を促進します
○基本手当の支給残日数を所定給付日数の3分の1以上

残して常用雇用以外の早期就業をした方に対して、基
本手当日額の30％を支給します。

＊支給残日数を所定給付日数の3分の2以上残して常用

雇用以外の早期就業をした方については、(鮒高齢者雇

用開発協会から早期再就職者支援金が支給されます。
③基本手当の所定給付日数が変わります

(1)自己都合、定年等により離職した方（障害者等の就職
が困難な方を除く）

1 薑察宮A(大卒)採用：
～君に託す青い森の治安～

青森県人事委員会及び青森県警察本部では、大学卒業

者を対象に警察官(A)の採用試験を行います。

蕊◆受付期間6月2日～6月27日

◆試験日時7月13日◆試験場所青森市 (2)倒産、解雇等により離職した方（障害者等の就職が困
難な方を除く）

5年以上
10年未満

10年以上
20年未満

1年以上
5年未満

1年未満 20年以上

30歳未満 120日 180日 ー

30歳以上
35歳未満

240日90日 210日
※なお、男性のみ警視庁、埼玉県、神奈川県、静岡県の

警察官を志望する人も同時に受験できますc

，お問い合わせは、最寄りの蕃察署、駐在所にどうぞ1
冠62-2219（相内駐在所）

180日
35歳以上
45歳未満

90R 24()日 270日

45歳以上
60歳未満

180日 240日 270日 330R

60歳以上
65歳未満

150H 180日 210日 240日

｢県内の交通事故概況 青森県交通対策協識会
⑳教育訓練給付の給付率、上限額等が変わります
o給付率が40％に、上限額が20万円に変わります。

o雇用保険に通算して3年以上加入している方にも支給
されます。（3年以上5年未満の方は給付率が20％、
上限額が10万円となります）

3高年齢雇用継続給付の給付率が変わります
o60歳前と比べて25%を超えて賃金が下がる場合に、賃
金額の15％相当の額を支給します。

○保険料率は平成16年度まで現行の1.4％に据え置きます
しお問い合わせ先

五所川原市ハローワーク公34-3171

0人
(2)

3月中年累計
飲酒運転による死者

死
者
の
状
態

705件
(620）

2,233件
(1,939)

発
生

高齢者の死者
～65歳以上の人～

8人
(8)

8人
(7)

自動車乗車中の死者2人

(6)
16人

(16)
死
者

ン
Ｉ
ト
ベ
ル
ト

4人

(4)
非潜用死者

900人

(773）
2,826人
(2,441）

傷
者 着用していれば助

かったと思われる人
2人
(3)

＊（）内は前年｡累計は1月から｡速報値のため後日変更することがあります。

算定基礎期間

全年齢

10年未満

90日

10年以上
20年未満

120日

20年以上

120日

試験種別

警察官A
(男性）

警察官A
(女性）

採用予定人員

35人程度

3人程度

採用時期

平成15年10月
平成16年4月、

月
月

ｍ
４

年
年

５
６

１
１

成
成

平
平

受験資格

昭和49年4月2日以降

に生まれた者で、学校教
育法による大学(短期大学
を除く）を卒業した者又は
卒業する見込みの者
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〆一、 可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

－
今
年
に
入
り
、
一
再
中
旬
頃
一

一
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
一

一
に
原
因
不
明
の
重
症
急
性
呼
吸
評

一
器
症
候
群
が
大
流
行
し
、
世
界
一

一
中
で
騒
が
れ
ま
し
た
。

一
今
回
は
、
こ
の
病
気
に
つ
い
一

一
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

／~、◆
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
。

◆
一
つ
或
い
は
そ
れ
以
上
の
呼
吸
器

症
状
ｌ
咳
、
息
切
れ
、
息
苦
し
さ
、

呼
吸
困
難
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
上
で
の

肺
の
異
常
所
見
。

◆
症
状
の
出
る
前
十
日
以
内
に
、
Ｓ

最
近
、
香
港
・
中
国
等
を
中
心
に

流
行
し
て
い
る
急
性
で
重
篤
な
肺
炎

症
状
を
き
た
す
感
染
症
で
す
。

値
診 「

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
と
は

断
’ 一

一
一

－

三二＝

Nol60に一ノL_ノ

【
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

／~、 ／一、

Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
地
域
へ
の
渡
航
歴
が

あ
る
。

◆
症
状
の
出
る
前
十
日
以
内
に
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
も
し
く

は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
と
近
距
離
で
の

接
触
が
あ
る
Ｉ
患
者
の
気
道
分
泌

物
や
体
液
に
触
れ
て
い
な
い
か
を

診
断
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

戸、

患
者
の
ク
シ
ャ
ミ
、
咳
に
含
ま
れ

る
病
原
体
を
吸
入
し
た
り
、
或
い
は

そ
れ
ら
で
汚
染
さ
れ
た
物
に
触
れ
、

そ
の
手
で
口
・
鼻
・
目
等
の
粘
膜
に

触
れ
て
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

通
常
二
～
七
日
の
潜
伏
期
間
を
経

て
、
急
な
発
熱
（
三
十
八
度
以
上
）

か
ら
始
ま
り
、
悪
寒
、
頭
痛
、
全
身

倦
怠
感
等
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

症感
染
経
路

原コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
通
常
で

量
公
債
窒
言
１
夢
に
つ
い
芝

状因

し、一ノ、_〆

～ダミー戸ミーーヶ～～～～～～～～～～～"～～"～〆～～～～～～～～～～＝～

は
人
の
風
邪
の
原
因
と
な
る
ウ
ィ
ル
す
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
ｃ
も
し

ス
で
す
が
、
何
故
こ
の
様
な
肺
炎
を
感
染
者
が
近
距
離
に
居
た
場
合
、
マ

引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
ス
ク
の
着
用
、
厳
重
な
手
洗
い
を
必

明
と
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ
須
と
し
、
症
状
が
出
た
場
合
に
は
直

現
在
、
最
も
患
者
が
多
く
報
告
さ
ち
に
病
院
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り

れ
て
い
る
の
は
中
国
で
、
そ
の
他
多
ま
す
。
ぜ
ひ
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

く
の
国
（
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
．

（
７
１
１
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

村・山山一 一

三
浦

葛
西

長
谷
川

青
山 ▼

お
誕
生

し
心
れ

田
珠
蓮
（
磯
松
）

き
ょ
う
せ
い

本
恭
生
（
十
三
）

ｈ
上
う
せ
い

上
諒
成
（
十
三
）

戸籍の
▼
ご
結
婚

孝
範

理
恵

信
行

由
美
子

窓行
（
五
所
川
原
）

（
相
内
）

（
岐
阜
）

（
太
田
） 恭一

健
治 成

ル
・
米
国
・
英
国
・
ベ
ト
ナ
ム
）
で

患
者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で

は
香
港
・
中
国
等
へ
の
旅
行
は
出
来

る
だ
け
中
止
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た

情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
旅
行
の
予
定
を
計
画

秋
田
谷

三
上

白
川

吉
田

梶
浦

、
－
お
詫
び
と
訂
正
‐
Ｊ

広
報
し
う
ら
三
月
号
、
九
ペ

ー
ジ
「
戸
籍
の
窓
」
ご
結
婚
棚

で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

⑬
碑
一
轄
畔
扶
剛
弛
一
拡
奉
一

⑬
い
く
怜
雛
扶
剛
弛
桶
睾
一

〆 一 一一

成黒高成

田川 須田

北美慶

真人幸一
へへへへ

中脇静脇

里元岡元
一一一一

▼
お
く
や
み

キき慶 信

ヨリ子剛ヨ
へへへへへ

十相十脇株

川
）

一
元
）

一
一
一
）

内
）

一
一
一
）

7671476149
歳歳歳歳歳L

人
事
異
動
で
広
報
担
当
と
な

り
ま
し
た
。
い
ま
だ
異
動
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
取
れ
て
い
ま
せ

ん
。

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
取
材

し
た
方
の
気
持
ち
や
雰
囲
気
が

伝
わ
る
よ
う
な
紙
面
、
ま
た
わ

か
り
や
す
く
親
し
み
が
持
て
る

紙
面
作
り
を
目
ざ
し
て
頑
張
り

ま
す
。「

広
報
し
う
ら
」
を
相
手
の

こ
と
を
思
い
な
が
ら
書
く
村
民

の
み
な
さ
ん
へ
向
け
た
ラ
ブ
レ

タ
ー
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

取
材
で
見
か
け
た
ら
温
い
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
Ｍ
）

rこりメ零コJユ⑤
⑧
⑥
③

零

‐我が国では現在までに発生報告は

ありません。
これまでに、世界で4,836名以上・

ゞの疑わしい患者と293名の死亡者が
・報告されています。
＃ （4月26日現在）&

＃
も 凸

rI 8､ ．to■価■嵐Um9


